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u 博士レベル	
・北京大学との博士課程学生の共同育成（2002年9月開始）	

・コロンビア大学大学院博士レベルＤＤP（2008年4月開始）	

u 修士レベル	
・ナンヤン工科大学（シンガポール）とのダブルMBAプログラム	

（2006年8月開始）	

・台湾大学大学院修士レベルDDP （2008年4月開始）	

u 学部レベル	
・北京大学・復旦大学との学部レベルＤＤP（2005年9月開始）	

・台湾大学との学部レベルＤＤP（2007年4月開始）	

・シンガポール国立大学との学部レベルＤＤP（2007年8月開始）	

早稲田大学と海外トップ大学�
とのダブルディグリープログラム（DDP）�



早稲田大学と海外トップ大学�
とのダブルディグリープログラム実施概要（学部）	

 
 
※１中国と台湾のプログラムでは、中国国籍（香港・マカオ及び台湾籍を含む）学生は出願不可 
※２プログラム参加するうえで要求される語学力について。 
　　①中国と台湾のプログラムでは、派遣前までに、中国語能力検定試験(HSK)６級以上（またはそれに準
じた資　　 
　　　格）取得が求められる。 
　　②台湾大学の商学専攻プログラムでは、派遣前までにTOEFLiBT79-80/PBT550か、TOEIC750以上のス 
　　　コア提出が義務付けられてる。 
　　③シンガポール国立大学プログラムでは、派遣前までにTOEFLiBT92-93/PBT583/CBT237のスコア提出
が 
　　　要求されている。 
 
 
 



ダブルディグリィ―プログラムにおける各大学の学位取得要件　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(中国・台湾の場合)	









ダブルディグリープログラム（DDP）現地時間割例(復旦大学の場合）�



　ダブルディグリープログラム（DDP）修了式の様子�



ダブルディグリープログラム（DDP）参加学生の声�

　　※新聞記事より抜粋	



今後の課題・展望	

ダブルディグリープログラムの実施における問題点 

より質の高いダブルディグリー制度の構築	

国際共同学位プログラムに向けた課題	

アジア型エラスムス・ムンドゥス構想の可能性	


